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近
代
「
国
史
学
」
に
お
け
る
辻
仏
教
史
学

池 

田
　
智 

文

一　

問
題
設
定

　

近
年
の
日
本
近
代
仏
教
史
研
究
で
は
、「
宗
教
」
概
念
の
形
成
過

程
の
分
析
を
通
し
て
、
ビ
リ
ー
フ
（
教
義
等
の
言
語
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る

信
念
体
系
）
と
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
（
儀
礼
の
実
践
な
ど
非
言
語
的
慣
習
行
為
）

の
二
つ
の
概
念
が
析
出
さ
れ
、
明
治
以
降
、
前
者
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

テ
ィ
ズ
ム
的
理
解
を
「
宗
教
」
と
捉
え
る
共
通
認
識
が
形
成
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る）

1
（

。
ま
た
、
従
来
は
史
学
史
や
個

別
研
究
史
上
で
の
み
取
り
上
げ
ら
れ
き
た
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
国
史
学
以

来
の
仏
教
史
家
を
研
究
対
象
と
し
て
捉
え
直
し
、
そ
の
業
績
や
思
想

性
を
相
対
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
在
の
仏
教
史
学
の
問
題
点
を
省

察
す
る
よ
う
な
成
果
も
現
れ
て
い
る）

2
（

。
筆
者
は
、
そ
れ
ら
の
仏
教
史

家
に
対
す
る
研
究
の
問
題
意
識
を
ふ
ま
え
、
と
く
に
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム

の
仏
教
史
家
の
場
合
に
は
不
可
避
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
国
家
と
の

関
係
性
や
、
仏
教
史
家
と
し
て
の
宗
教
認
識
の
あ
り
方
が
検
討
課
題

と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
日
本
仏
教
史
研
究
の
創
始
者
と
も
言
う
べ
き
辻
善
之

助
の
日
本
仏
教
史
像
の
性
格
を
検
討
し
た
い
。
現
在
、
辻
仏
教
史
学

を
考
え
る
上
で
、
オ
リ
オ
ン
・
ク
ラ
ウ
タ
ウ
氏
の
研
究
を
一
つ
の
到

達
点
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
氏
が
「
辻
の
全
体
像
を
め
ぐ

る
研
究
は
未
完
で
あ
る）

（
（

」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
国
史
学
に
お
い

て
仏
教
史
・
文
化
史
・
人
物
史
・
外
交
史
な
ど
広
範
な
研
究
成
果
を

残
し
た
辻
の
全
体
像
を
究
明
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
の
た
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171　近代「国史学」における辻仏教史学

め
、
本
稿
で
は
、
辻
の
仏
教
史
研
究
が
徹
底
し
た
実
証
主
義
の
立
場

か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
そ
の
仏
教
史
研

究
が
歴
史
内
在
的
な
実
証
レ
ベ
ル
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ

と
に
着
目
し
、
二
つ
の
側
面

─
実
践
的
立
場

─
か
ら
そ
の
歴
史

認
識
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
①
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム

国
史
学
者
の
立
場
か
ら
構
築
し
た
仏
教
史
像
が
基
本
的
に
国
家
（
天

皇
制
国
家
）
を
歴
史
の
主
体
と
す
る
国
体
論
と
強
い
親
和
性
を
持
つ

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
②
そ
の
一
方
で
、
辻
自
身
の
宗
教
認
識
や
、

歴
史
上
の
宗
教
的
実
践
に
対
す
る
実
証
的
研
究
や
評
価
に
着
目
し

た
場
合
、
辻
が
国
家
の
保
護
か
ら
の
自
立
性
・
主
体
性
を
持
っ
た
宗

教
（
家
）
像
を
理
想
と
す
る
批
判
的
立
場
に
立
ち
、
国
体
論
と
は
次

元
を
異
に
す
る
歴
史
認
識
を
生
み
出
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、

行
論
で
は
、
辻
の
議
論
を
、
仏
教
と
国
家
の
関
係
に
つ
い
て
の
認
識

と
、
自
身
の
宗
教
認
識
の
二
つ
の
視
角
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

二　

辻
仏
教
史
学
に
お
け
る
仏
教
と
国
家

　

辻
に
お
け
る
仏
教
と
国
家
の
関
係
を
考
え
る
上
で
、
ま
ず
は
、
辻

が
昭
和
の
戦
時
体
制
下
に
お
い
て
、
東
京
帝
国
大
学
国
史
学
科
教
授

（
一
九
二
三
〜
三
八
年
）・
史
料
編
纂
所
所
長
（
一
九
二
九
〜
三
八
年
）
と

し
て
、
平
泉
澄
の
よ
う
な
皇
国
史
観
と
は
一
定
の
距
離
を
置
き
つ
つ

も
、
退
官
後
、
文
部
省
の
『
国
史
概
説
』
編
纂
事
業
に
調
査
嘱
託
と

し
て
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
や）

4
（

、
戦
時
体
制
下
で
国
家
の
政
策
に
沿
っ

た
対
社
会
的
言
説
を
な
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
ふ
ま
え）

（
（

、
国
史
学
の

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
＝
国
体
論
と
の
関
係
か
ら
、
そ
の
歴
史
認
識
を
検

証
す
る
必
要
が
あ
る）

（
（

。

　

そ
も
そ
も
、
国
史
学
は
、
啓
蒙
主
義
を
背
景
と
し
た
実
証
主
義

（
史
料
考
証
）
に
よ
る
史
実
の
確
定
と
、
歴
史
に
対
す
る
恣
意
や
偏
見

を
排
し
た
「
至
公
至
平
」
な
視
座
を
第
一
義
と
す
る
一
方
で
、
明
治

中
期
以
降
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
思
想
動
向
と
連
動
し
つ
つ
、
官
学

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
し
て
国
体
論
を
保
持
し
、
天
皇
制
国
家
を
学
問
的

に
補
完
す
る
政
治
性
を
持
つ
学
知
体
系
と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
そ

こ
で
の
歴
史
の
主
体
は
一
貫
し
て
国
家
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
あ
っ

て
辻
は
、『
日
本
仏
教
史
』
の
冒
頭
で
回
顧
し
て
い
る
よ
う
に
、「
亡

父
の
感
化
」
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
国
史
に
於
け
る
仏
教
事
項
」
に
対

す
る
「
興
味
」
か
ら
「
政
治
の
方
面
よ
り
観
察
し
た
る
日
本
仏
教

史
」
の
研
究
へ
と
進
ん
だ）

7
（

。
辻
が
帝
国
大
学
国
史
科
で
研
究
を
始

め
た
明
治
三
十
年
代
は
、
史
料
編
纂
事
業
と
一
体
化
し
な
が
ら
政
治

史
・
制
度
史
・
国
制
史
に
比
重
を
置
く
国
史
学
の
発
展
期
に
あ
た
る
。

辻
は
そ
う
し
た
学
知
環
境
の
中
で
「
国
分
寺
考
」（
一
八
九
八
年
）
に

始
ま
る
政
治
史
的
仏
教
史
か
ら
研
究
を
進
め
て
行
っ
た
。
そ
の
国
史

学
者
と
し
て
の
学
問
営
為
は
、
ク
ラ
ウ
タ
ウ
氏
に
よ
れ
ば
、「
仏
教

と
国
家
権
力
の
関
係
を
中
心
に
し
て
仏
教
史
を
描
く
辻
は
、
国
史
学

的
な
（
国
家
の
制
度
を
語
る
こ
と
で
、
歴
史
の
全
体
を
語
っ
た
と
考
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え
る
と
い
う
意
味
で
）
欲
求
と
仏
教
史
的
な
欲
求
の
双
方
を
満
た
し
、

国
史
学
者
と
し
て
の
責
務
を
果
し
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。（
中

略
）
辻
は
『
国
史
学
』
の
枠
に
お
い
て
初
め
て
、『
学
問
的
な
宗
教

史
研
究
』
を
行
っ
た
人
物
と
認
識
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
は
恐

ら
く
、
辻
が
『
国
史
学
科
』
出
身
の
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ

う
が
、
そ
の
上
で
国
制
史
的
な
仏
教
史
を
行
な
っ
た
、
つ
ま
り
戦
前

日
本
に
お
い
て
『
国
史
学
』
が
期
待
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
研
究
を
行

な
っ
た
か
ら
で
あ
る）

（
（

」
と
評
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
筆
者

は
、
辻
に
お
け
る
「
国
史
学
者
と
し
て
の
責
務
」
は
「
国
制
史
的
な

仏
教
史
」
を
構
築
し
た
だ
け
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
国
家
と
仏

教
の
関
係
を
中
心
に
仏
教
史
を
描
い
た
こ
と
で
、
現
実
の
日
本
社
会

に
対
す
る
一
定
の
実
践
性
を
発
揮
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
あ
る
と
考

え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
論
究
さ
れ
て
い
な
い
辻

の
神
仏
関
係
認
識
か
ら
検
討
し
た
い）

9
（

。

　

辻
は
、
帝
国
大
学
大
学
院
在
学
中
の
播
磨
仏
教
庚
子
会
で
の
講

演
「
日
本
歴
史
に
於
け
る
仏
教
」（
一
九
〇
二
年
）
に
お
い
て
、「
日
本

仏
教
史
と
い
ふ
も
の
は
、
一
言
で
以
て
之
を
約
す
れ
ば
、
人
文
史
中

宗
教
史
の
一
部
で
あ
つ
て
、
ま
た
日
本
文
明
史
の
一
部
特
殊
の
研
究

を
形
成
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
歴
史
の
科
学
的
研
究
に
於
て
、

そ
の
内
面
的
考
察
を
主
と
し
、
精
神
界
に
お
け
る
発
達
変
遷
の
状
態

を
考
究
す
る
も
の
で
あ
る
、（
中
略
）
外
来
の
宗
教
と
し
て
神
道
と
の

衝
突
調
和
に
就
て
の
研
究
の
如
き
、
一
生
を
委
ぬ
る
も
、
猶
余
り
あ

る
問
題
で
あ
る）

10
（

」
と
、「
宗
教
史
の
一
部
」
と
し
て
の
「
日
本
仏
教

史
」
の
立
場
と
、
そ
の
「
内
面
的
考
察
」、
更
に
は
「
外
来
の
宗
教

と
し
て
神
道
と
の
衝
突
調
和
に
就
て
の
研
究
」
の
重
要
性
に
着
目
し

て
い
た
。
そ
し
て
、
神
仏
関
係
に
つ
い
て
は
、
五
年
後
の
『
史
学
雑

誌
』
に
発
表
し
た
論
考
「
本
地
垂
迹
説
の
起
源
に
つ
い
て
」（
一
九
〇

七
年
）
に
始
ま
り
、『
明
治
維
新
神
仏
分
離
史
料
』（
一
九
二
六
年
）
の

編
纂
な
ど
に
至
る
辻
仏
教
史
学
の
重
要
な
柱
と
な
っ
た
。

　

論
考
「
本
地
垂
迹
説
の
起
源
に
つ
い
て
」
は
、「
仏
教
が
我
国
に

渡
来
し
て
か
ら
後
、
暫
く
の
間
は
そ
の
教
は
我
が
国
固
有
の
神
祇
の

思
想
と
衝
突
し
て
、（
中
略
）
そ
の
為
め
に
、
紛
争
を
引
き
起
す
を
免

れ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
お
ひ
々
々
と
時
を
経
て
、
漸
く
そ

の
調
和
を
は
か
り
、
両
者
全
く
相
混
合
す
る
や
う
に
な
り
、
つ
ひ
に

は
神
仏
同
体
本
地
垂
迹
の
説
を
起
す
や
う
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
／

こ
の
説
は
、
本
地
即
本
有
の
妙
理
無
始
無
終
の
絶
対
的
な
る
仏
陀
が
、

人
間
を
利
益
し
衆
生
を
済
度
せ
ん
が
為
め
に
、
迹
を
諸
所
に
垂
れ
て
、

神
と
な
つ
て
種
々
の
形
を
顕
は
す
と
い
ふ
の
で
、
我
邦
の
神
祇
は
、

其
本
源
を
た
づ
ぬ
れ
ば
み
な
仏
菩
薩
に
あ
り
、
仏
も
神
も
帰
す
る
処

は
一
つ
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る）

11
（

」（
／
は
原
文
改
行
、
以
下
同
）
と
い

う
論
点
か
ら
、「
調
和
・
混
合
」
の
「
起
源
」
を
考
証
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
後
、
辻
は
『
明
治
維
新
神
仏
分
離
史
料
』
に
収
載
さ
れ

た
論
考
「
神
仏
分
離
の
概
観
」（
一
九
二
四
年
）
で
、「
こ
の
神
仏
習
合

と
い
ふ
こ
と
は
、
我
国
史
の
上
に
於
て
、
殊
に
思
想
史
の
上
に
於
て
、
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国
民
的
特
色
の
現
は
れ
た
る
も
の
と
し
て
、
我
国
文
化
の
世
界
に
お

け
る
地
位
を
考
へ
る
上
に
も
、
最
も
重
要
な
る
事
項
の
一
と
し
て
、

研
究
を
要
す
べ
き
も
の
で
あ
る）

12
（

」
と
「
国
民
的
特
色
」
を
発
現
し
た

歴
史
事
象
と
位
置
づ
け
、
更
に
『
岩
波
講
座
東
洋
思
潮
』（
一
九
三
四

年
）
中
の
一
篇
「
本
地
垂
迹
説
」
で
は
、「
本
地
垂
迹
説
は
、
仏
教

が
日
本
の
国
民
思
想
に
同
化
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
つ
て
、
我

国
民
が
、
あ
ら
ゆ
る
外
来
の
文
化
を
吸
収
し
、
之
を
咀
嚼
し
、
之
を

同
化
す
る
力
に
富
め
る
か
を
示
す
多
く
の
例
の
中
の
一
つ
で
あ
る）

1（
（

」

と
「
国
民
思
想
」
と
の
「
同
化
」
の
観
点
か
ら
そ
の
文
化
史
的
意
義

を
高
く
評
価
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
、
辻
の
、
神

仏
習
合
・
本
地
垂
迹
説
に
対
す
る
理
解
は
、
仏
教
と
「
我
が
国
固
有

の
神
祇
の
思
想
」
が
「
調
和
・
混
合
」
し
た
状
況
を
示
す
実
証
レ
ベ

ル
か
ら
、
仏
教
と
「
国
民
思
想
」（
＝「
神
祇
の
思
想
」）
と
の
「
同
化
」、

更
に
は
「
外
来
文
化
」
の
「
吸
収
」・「
咀
嚼
」・「
同
化
」
能
力
の
発

現
へ
と
重
点
を
移
し
、
そ
の
歴
史
的
意
義
づ
け
は
日
本
文
化
論
的
な

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
持
つ
も
の
と
な
っ
て
い
く
。

　

そ
し
て
、
辻
に
お
い
て
は
、
仏
教
の
歴
史
的
意
義
も
こ
の
文
脈
の

中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
先
の
二
つ
の
論
考
と
同
時

期
の
横
須
賀
鎮
守
府
で
の
講
演
「
日
本
文
化
の
発
展
と
そ
の
中
心
」

（
一
九
三
〇
年
）
の
中
で
、
辻
は
仏
教
と
日
本
文
化
史
と
の
関
係
と
そ

の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

印
度
の
思
想
は
仏
教
に
よ
つ
て
日
本
へ
入
つ
た
。
こ
れ
は
平
等

無
差
別
を
主
義
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
こ
の
仏
教
が
日

本
に
来
て
、
更
に
大
い
に
国
家
的
色
彩
を
帯
び
た
。
さ
う
し
て

年
代
を
経
る
間
に
全
く
日
本
仏
教
と
化
せ
ら
れ
て
し
ま
つ
た
の

で
あ
る
。（
中
略
）
平
安
時
代
に
な
つ
て
は
、
更
に
特
別
の
発
達

を
遂
げ
て
、
天
台
及
び
真
言
の
如
き
は
、
支
那
に
於
け
る
天

台
・
真
言
と
は
別
な
も
の
と
な
り
、
日
本
的
特
色
を
帯
び
て
著

し
く
国
家
主
義
を
標
榜
し
て
居
る
。
即
ち
国
家
鎮
護
と
い
ふ
事

を
主
張
し
て
居
る
。
鎌
倉
時
代
に
興
つ
た
日
本
的
仏
教
は
、
何

れ
も
殊
に
国
家
主
義
を
現
は
し
て
居
り
、
浄
土
宗
で
も
、
真
宗

で
も
、
或
は
ま
た
禅
宗
で
も
皆
さ
う
で
あ
る
。
殊
に
日
蓮
宗
の

如
き
は
、
日
本
に
発
達
し
た
仏
教
宗
派
の
中
で
も
特
に
国
家
的

色
彩
の
鮮
か
な
も
の
で
あ
る
。
是
に
至
つ
て
仏
教
は
全
然
日
本

に
同
化
せ
ら
れ
た
と
い
う
て
も
宜
し
い
の
で
あ
る
。
／
か
や
う

に
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
外
国
の
文
化
は
総
ベ
て
我
が
固
有
の
文
化

の
中
に
融
和
せ
ら
れ
、
海
外
よ
り
輸
入
し
た
一
切
の
事
物
は
皆

我
が
国
体
に
適
合
す
べ
く
、
同
化
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

が
我
が
国
の
文
化
の
特
質
の
一
つ
で
あ
る
。
茲
に
い
ふ
と
こ
ろ

の
国
体
、
即
ち
換
言
す
れ
ば
我
が
国
家
組
織
の
根
本
主
義
の
下

に
総
べ
て
の
文
化
は
融
和
せ
ら
れ
て
、
独
自
の
発
展
を
遂
げ
た

の
で
あ
る
が
、
こ
の
文
化
の
発
展
は
何
に
よ
つ
て
で
き
た
か
と

い
へ
ば
、
い
ふ
ま
で
も
な
く
我
が
国
民
の
努
力
に
よ
つ
て
で
き

た
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
皇
室
を
中
心
と
し
て
総
ベ
て
の
国
民
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が
こ
れ
を
仰
い
で
渾
一
体
と
な
つ
て
活
動
し
た
結
果
、
今
日
の

文
化
の
発
展
が
で
き
た
の
で
あ
る
。）

14
（

（
傍
線
筆
者
、
以
下
同
）

　

辻
の
仏
教
史
像
は
、「
平
等
無
差
別
」
で
あ
っ
た
イ
ン
ド
仏
教
が

「
国
家
的
色
彩
」
を
帯
び
た
「
日
本
仏
教
」
と
な
り
、
そ
の
「
日
本

的
特
色
」
た
る
「
国
家
主
義
」
的
性
格
を
現
し
て
国
体
に
適
合
・
同

化
し
た
と
解
釈
す
る
外
来
文
化
受
容
の
文
化
史
的
観
点
か
ら
、
仏
教

を
そ
の
歴
史
性
を
皇
室
を
中
心
と
す
る
「
文
化
事
象
」
の
中
に
位
置

づ
け
る
も
の
で
あ
り
、
皇
室
の
下
で
一
体
と
な
っ
た
国
民
の
活
動
を

「
文
化
の
発
展
」
の
言
わ
ば
原
動
力
と
し
て
称
揚
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。

　

更
に
、
こ
の
仏
教
史
像
は
、
四
年
後
『
歴
史
公
論
』
に
発
表
さ
れ

た
論
考
「
日
本
仏
教
と
国
民
精
神
」
で
よ
り
具
体
的
に
論
じ
ら
れ
る
。

こ
の
論
考
は
、「
仏
教
界
に
於
け
る
国
民
精
神
の
活
動
如
何
」
に
つ

い
て
、
聖
徳
太
子
の
「
仏
教
奨
励
」
か
ら
幕
末
の
「
勤
王
僧
の
活

躍
」
ま
で
の
前
近
代
の
仏
教
史
を
、「
皇
室
中
心
主
義
、
こ
れ
が
国

民
精
神
の
中
枢
で
あ
る
。
こ
の
精
神
は
実
に
国
民
活
動
の
源
泉
で
あ

り
、
之
に
依
て
我
国
民
は
あ
ら
ゆ
る
外
来
の
文
化
を
摂
取
し
、
之
を

同
化
し
て
、
独
特
の
光
を
輝
か
し
、
各
時
代
に
亘
つ
て
特
異
な
る
文

化
の
諸
相
を
発
展
し
た
。（
中
略
）
こ
の
国
民
精
神
は
、
発
し
て
神
祇

祭
祀
の
道
と
な
つ
て
現
れ
た
。
神
祇
祭
祀
は
報
本
反
始
の
道
で
あ
り
、

即
祖
先
崇
拝
の
義
に
外
な
ら
な
い
。
即
ま
た
皇
室
中
心
の
義
に
外
な

ら
ぬ
の
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
の
枠
組
に
即
し
、「
仏
教
が
我
国
民

精
神
と
如
何
な
る
交
渉
を
有
し
、
如
何
に
融
和
せ
ら
れ
た
か
、
僧
侶

及
寺
院
が
如
何
に
こ
の
精
神
を
把
持
し
た
か
」
を
検
証
す
る
も
の
で

あ
っ
た）

1（
（

。
論
考
の
結
語
で
辻
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

仏
教
渡
来
の
当
時
に
は
、
国
民
精
神
と
仏
教
と
は
対
立
し
て
、

個
々
別
々
で
あ
つ
た
が
、
年
所
を
経
る
に
従
つ
て
、
漸
く
渾
和

し
て
、
仏
教
は
全
く
国
民
精
神
の
中
に
融
合
し
、
両
者
相
離
し

て
考
ふ
る
べ
か
ら
ざ
る
迄
に
な
つ
た
。
平
安
時
代
は
正
し
く
そ

れ
で
あ
る
。
爾
来
そ
の
精
神
は
、
事
あ
る
毎
に
発
揚
せ
ら
れ
た

が
、
そ
の
消
長
は
、
自
然
一
般
仏
教
の
盛
衰
と
相
伴
う
て
、
正

比
例
を
な
し
て
居
る
。
即
ち
仏
教
界
に
於
て
国
民
精
神
の
顕
著

な
る
時
は
、
仏
教
が
最
も
隆
盛
を
極
め
た
時
代
で
あ
つ
た
。
鎌

倉
時
代
は
そ
れ
で
あ
る
。
而
し
て
一
般
に
仏
教
の
衰
へ
始
め
た

時
に
は
、
教
界
に
於
け
る
国
民
精
神
の
発
揚
も
亦
見
る
に
足
る

べ
き
も
の
が
少
い
。
足
利
時
代
は
そ
れ
で
あ
る
。
や
が
て
江
戸

時
代
に
入
つ
て
、
民
心
が
仏
教
よ
り
離
反
し
て
嫌
厭
軽
侮
の
情

を
生
ず
る
に
及
ん
で
は
、
教
界
に
は
殆
全
く
国
民
精
神
の
活
動

に
関
す
る
事
蹟
を
絶
つ
た
。
是
に
至
つ
て
、
国
民
精
神
は
仏
教

と
は
殆
全
く
離
れ
た
と
も
い
ふ
べ
く
、
仏
教
が
ま
さ
に
そ
の

生
命
を
失
は
ん
と
し
た
時
で
あ
つ
た
。
是
に
由
て
之
を
観
れ
ば
、

我
日
本
仏
教
を
生
か
す
も
の
は
即
国
民
精
神
で
あ
り
、
日
本
仏

教
の
盛
衰
は
、
繁
つ
て
国
民
精
神
の
把
持
如
何
に
あ
つ
た
と
い

ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。）

1（
（
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こ
こ
に
は
、
官
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
属
す
る
辻
自
身
の
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム

─
「
我
日
本
仏
教
を
生
か
す
も
の
は
即
国
民
精
神
で
あ
り
、

日
本
仏
教
の
盛
衰
は
、
繁
つ
て
国
民
精
神
の
把
持
如
何
に
あ
つ
た
」

＝
仏
教
史
学
を
通
じ
た
「
国
民
精
神
」
の
喚
起
＝
実
践
性

─
を
窺

う
こ
と
が
で
き
る
。
辻
の
仏
教
史
像
は
、
外
来
文
化
受
容
と
い
う
文

化
史
的
観
点
を
通
し
て
国
体
論
と
強
い
親
和
性
を
持
つ
も
の
と
な
っ

た
が
、
そ
の
歴
史
認
識
は
国
史
学
の
思
想
性
・
政
治
性

─
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム

─
に
即
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
の
一

方
で
、
筆
者
は
、
こ
う
し
た
近
世
仏
教
堕
落
論
と
通
底
す
る
仏
教
史

理
解
が
、
先
に
「
文
化
の
発
展
」
の
言
わ
ば
原
動
力
と
し
て
の
国
民

の
「
活
動
」・「
努
力
」
を
位
置
づ
け
て
い
た
こ
と
と
同
様
に
、
国
史

の
枠
組
み
の
中
で
〈「
仏
教
の
盛
衰
」
と
「
国
民
精
神
」
の
「
発
揚
」

の
「
正
比
例
」
関
係
〉
を
把
握
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
い
。
こ

の
関
係
性
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
辻
に
お
い
て
一
定
の
批
判
的
立

場
に
立
脚
し
た
宗
教
認
識
＝
理
想
的
宗
教
（
家
）
像
・
宗
教
的
実
践

観
が
形
成
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
点
を
ふ
ま
え
、
次
に
辻
の
宗
教
認
識
を
検
討
し
た
い
。

三　

辻
仏
教
史
学
に
お
け
る
宗
教
認
識

　

現
在
、
辻
仏
教
史
学
の
問
題
点
と
し
て
近
世
仏
教
堕
落
論
に
言
及

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
歴
史
理
解
で
あ
る
。

江
戸
時
代
に
な
つ
て
、
封
建
制
度
の
立
て
ら
れ
る
に
伴
ひ
、
宗

教
界
も
亦
そ
の
型
に
嵌
り
、
更
に
幕
府
が
耶
蘇
教
禁
制
の
手
段

と
し
て
、
仏
教
を
利
用
し
、
檀
家
制
度
を
定
む
る
に
及
ん
で
、

仏
教
は
全
く
形
式
化
し
た
。
之
と
共
に
本
末
制
度
と
階
級
制
度

と
に
依
つ
て
、
仏
教
は
い
よ
い
よ
形
式
化
し
た
。
寺
院
僧
侶
の

格
式
は
固
定
し
、
尊
卑
の
階
級
煩
は
し
く
、
元
来
平
民
的
に
起

つ
た
各
宗
派
も
、
甚
し
く
階
級
観
念
に
囚
は
れ
、
僧
侶
は
益
々

貴
族
的
に
な
り
、
民
心
は
仏
教
を
離
れ
、
排
仏
論
は
凄
ま
じ
く

起
つ
た
。
仏
教
は
殆
ど
麻
痺
状
態
に
陥
り
、
寺
院
僧
侶
は
惰
性

に
依
つ
て
、
辛
う
じ
て
社
会
上
の
地
位
を
保
つ
に
過
ぎ
な
か
つ

た）
17
（

。

　
『
日
本
仏
教
史
』
全
十
巻
（
一
九
五
五
年
）
の
末
尾
で
示
し
た
こ
の

よ
う
な
近
世
仏
教
理
解
は
、
近
世
仏
教
史
研
究
上
の
問
題
に
止
ま
ら

ず
、
廃
仏
毀
釈
に
始
ま
る
近
代
仏
教
史
研
究
に
も
認
識
上
の
問
題
を

残
す
こ
と
と
な
っ
た）

1（
（

。
仏
教
史
に
「
堕
落
」
を
見
出
す
辻
の
仏
教
史

像
は
、
か
つ
て
柏
原
祐
泉
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
仏
教
の
超
越

性
、
主
体
性
、
普
遍
性
の
確
認
と
、
各
時
代
の
も
つ
特
殊
性
、
限
定

さ
れ
た
歴
史
性
へ
の
認
識
」
へ
の
視
座
や
、「
各
時
代
の
世
俗
性
へ

の
対
応
形
態
」、
さ
ら
に
は
「
教
学
史
」
と
「
教
団
史
」
と
の
「
有

機
的
関
係
」
の
考
察
を
欠
い
た
も
の
で
あ
っ
た
が）

19
（

、
そ
も
そ
も
辻

は
「
自
分
の
仏
教
史
は
仏
教
外
史
で
あ
る）

20
（

」
と
述
べ
て
い
た
よ
う

に
、
仏
教
の
教
理
に
精
通
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
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え
、
現
時
点
で
辻
の
宗
教
認
識
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
磯
前

順
一
氏
の
「
辻
は
近
世
の
日
本
仏
教
を
、
そ
れ
が
徳
川
幕
府
に
よ

っ
て
葬
式
儀
礼
と
檀
家
制
度
の
み
に
制
度
化
さ
れ
て
し
ま
い
、
か
つ

て
鎌
倉
新
仏
教
が
蘇
生
さ
せ
た
超
越
的
性
質
を
喪
失
し
た
と
し
て
一

種
の
堕
落
で
あ
る
と
厳
し
く
批
判
し
た
。
そ
の
批
判
は
、
ビ
リ
ー
フ

と
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
、
す
な
わ
ち
教
義
と
身
体
実
践
を
二
項
対
立
的
に

と
ら
え
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
的
な
視
点
か
ら
な
さ
れ
た
も
の

で
あ
り）

21
（

」
と
す
る
指
摘
を
前
提
と
し
つ
つ
、
辻
自
身
の
理
想
的
宗
教

（
家
）
像
を
そ
の
言
説
か
ら
検
討
し
て
い
く
方
法
が
有
効
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

辻
は
、
同
時
期
の
黒
板
勝
美
な
ど
と
比
べ
て
、
公
刊
さ
れ
た
著

書
・
論
考
な
ど
か
ら
内
面
性
を
窺
い
に
く
い
歴
史
家
で
あ
る
が
、
大

学
院
在
学
中
に
『
史
学
雑
誌
』
に
発
表
さ
れ
た
論
説
「『
政
教
中
正

論
』
を
評
す
」（
一
九
〇
〇
年
四
月
）
は
、
辻
の
理
想
的
宗
教
（
家
）
像

を
窺
え
る
史
料
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る）

22
（

。
こ
の
論
説
は
、
第
二
次

山
県
有
朋
内
閣
の
「
宗
教
法
案
」（
一
八
九
九
年
一
二
月
、
貴
族
院
提
出
）

に
反
対
す
る
運
動
を
進
め
て
い
た
公
認
教
既
成
同
盟
会
の
主
導
者
岡

本
柳
之
助
の
著
書
『
政
教
中
正
論
』
を
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
焦
点
は
宗
教
と
国
家
の
あ
る
べ
き
関
係
性
に
据
え
ら
れ
て
い
た
。

政
府
の
保
護
が
な
い
た
め
に
堕
落
す
る
や
う
な
宗
教
家
、
や
う

や
く
保
護
に
よ
り
す
が
つ
て
体
面
を
保
つ
や
う
な
僧
侶
と
は
国

家
は
携
は
ら
ぬ
が
利
益
で
あ
る）

2（
（

。

元
来
国
家
は
そ
の
国
民
の
精
神
を
養
成
し
、
智
識
を
助
長
す
る

た
め
に
教
育
を
施
す
の
で
あ
る
、
こ
れ
に
よ
つ
て
国
民
に
国
家

的
精
神
を
確
か
に
も
た
し
む
る
、
こ
れ
は
国
家
が
自
ら
の
生
存

の
た
め
に
計
る
所
以
の
道
の
大
な
る
も
の
で
あ
る
、
こ
の
国

家
的
精
神
と
い
ふ
も
の
は
宗
教
に
よ
り
て
は
得
ら
れ
る
も
の
で

は
な
い
、
む
し
ろ
宗
教
が
自
ら
こ
の
精
神
と
の
適
合
の
道
を
考

へ
て
そ
れ
自
ら
の
弘
通
に
便
な
ら
し
む
る
の
で
あ
る
、
我
邦
古

来
の
仏
教
各
派
が
漸
々
に
日
本
化
し
て
浄
土
宗
真
宗
日
蓮
宗
の

如
く
に
な
つ
て
き
た
の
は
即
ち
こ
の
国
家
的
精
神
と
融
合
し
た

が
為
め
に
盛
に
な
つ
た
の
で
あ
る
、（
中
略
）
こ
の
融
合
宜
し
か

ら
ざ
る
宗
派
は
滅
び
、
宜
し
き
も
の
は
永
く
栄
え
て
ゆ
く
の
で

あ
る
、
国
民
思
想
の
進
歩
と
共
に
よ
く
融
通
す
る
も
の
は
盛
大

に
な
る
の
で
あ
る
、（
中
略
）
要
す
る
に
歴
史
上
に
仏
教
の
各
宗

派
が
国
家
的
精
神
と
よ
く
融
解
を
は
か
つ
た
も
の
は
宜
し
い
が
、

い
つ
ま
で
も
、
も
と
の
ま
ゝ
で
居
て
、
そ
し
て
少
し
も
そ
の
適

応
を
は
か
ら
ず
、
国
民
思
想
と
共
に
進
歩
せ
ぬ
も
の
は
、
終
に

前
世
の
遺
物
と
な
り
終
ら
ざ
る
を
得
な
い
、
歴
史
上
の
死
し
た

る
過
去
の
宗
派
と
な
り
て
の
こ
る
事
は
、
で
き
や
う
が
、
活
気

あ
り
生
命
あ
る
宗
教
と
し
て
は
の
こ
る
事
は
で
き
な
い
の
で
あ

る
、
著
者
の
い
へ
る
や
う
な
国
家
の
保
護
な
く
ば
立
て
な
い
や

う
な
宗
教
は
既
に
衰
頽
の
期
に
近
い
の
で
、
如
何
な
る
保
護
の

下
に
あ
つ
て
も
、
そ
の
ま
ゝ
で
は
、
時
来
れ
ば
ほ
ろ
ぶ
で
あ
ら
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う）
24
（

。

　

こ
こ
で
辻
は
、
宗
教
の
側
か
ら
の
国
家
に
対
す
る
主
体
性
を
喚
起

し
（「
国
家
的
精
神
」
と
の
「
融
合
」）、「
国
家
の
保
護
」
を
受
け
る
宗
教

家
へ
の
批
判
を
対
置
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
ク
ラ
ウ
タ

ウ
氏
は
、
辻
の
堕
落
論
の
背
景
と
し
て
「
彼
の
同
時
代
の
僧
侶
に
対

す
る
厳
し
い
批
判
的
な
立
場
だ
け
で
は
な
く
、
彼
自
身
の
仏
教
に
対

す
る
個
人
的
な
想
い
や
、
社
会
に
弊
害
を
与
え
な
い
仏
教
の
在
り
方

の
構
想
と
い
っ
た
動
機
が
あ
っ
た
の
で
あ
る）

2（
（

」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、

筆
者
は
辻
の
こ
の
議
論
が
、「
国
家
の
保
護
」
か
ら
の
自
立
性
を
持

ち
、「
国
民
思
想
と
共
に
進
歩
」
す
る
「
活
気
あ
り
生
命
あ
る
宗
教
」

と
い
う
理
想
的
宗
教
（
家
）
像
＝
評
価
の
基
準
を
打
ち
出
す
形
で
広

く
「
宗
教
家
」
の
主
体
性
を
喚
起
し
、
そ
の
意
識
が
、
前
述
し
た

〈「
仏
教
の
盛
衰
」
と
「
国
民
精
神
」
の
「
発
揚
」
の
「
正
比
例
」
関

係
〉
の
議
論
と
通
底
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
事
実
、
同
様

の
批
判
は
、
仏
教
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
大
正
年
間
に
記
さ
れ

戦
後
に
発
表
さ
れ
た
「
神
道
国
教
主
義
」
批
判
に
も
次
の
よ
う
に
示

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
総
じ
て
之
を
言
へ
ば
、
明
治
の
神
道

は
、
当
局
が
之
を
以
つ
て
国
民
的
宗
教
と
し
て
之
を
弘
め
ん
と
努
め

た
にマ

マ

拘
ら
ず
、
甚
だ
権
威
の
乏
し
い
も
の
で
あ
つ
て
、
一
般
思
想
界

に
何
等
の
交
渉
を
も
有
ち
得
な
か
つ
た
。
神
社
の
不
振
は
一
般
に
認

め
ら
れ
る
事
実
で
あ
つ
た
。
此
れ
何
の
故
で
あ
る
か
。
憖
に
国
家
の

営
造
物
と
な
り
、
国
家
の
機
関
と
な
り
切
つ
た
に
由
る
も
の
と
見
る

外
無
い）

2（
（

」、「
国
家
は
教
理
を
説
か
な
い
神
道
と
い
う
一
種
の
宗
教
を

特
別
に
保
護
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る）

27
（

」、「
旧
幕
時
代
に
、
幕
府
の
寺
院

に
対
す
る
政
策
が
保
護
主
義
で
あ
つ
た
為
め
に
、
僧
侶
は
そ
の
保
護

に
あ
ま
へ
て
教
界
は
腐
敗
の
気
に
満
ち
た
。
明
治
政
府
の
神
道
に
対

す
る
政
策
が
、
神
社
を
し
て
そ
の
轍
を
履
ま
し
む
る
こ
と
な
く
ば
幸

で
あ
る）

2（
（

」
と
す
る
批
判
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
辻
の
理
想

的
宗
教
（
家
）
像
が
「
国
家
の
保
護
」
か
ら
の
自
立
性
に
あ
り
、
広

く
「
宗
教
家
」
の
主
体
性
を
喚
起
す
る
実
践
的
立
場
に
立
脚
し
た
も

の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
を
ふ
ま
え
て
、
次
に
宗
教
家

の
信
仰
に
対
す
る
辻
の
認
識
を
検
証
し
た
い
。

　

辻
は
、
前
掲
の
講
演
「
日
本
歴
史
に
於
け
る
仏
教
」
の
中
で
、
す

で
に
「
内
面
的
考
察
」
に
着
目
し
て
お
り
、
宗
教
家
の
信
仰
の
領
域

に
踏
み
込
む
こ
と
は
必
然
的
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、

辻
の
側
に
、
仏
教
の
原
理
性
に
疎
い
と
い
う
条
件
が
あ
っ
た
以
上
、

そ
の
踏
み
込
み
方
は
、
磯
前
氏
が
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
「
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
的
な
視
点
」
に
よ
っ
て
仏
教
史
上
の
事
象
を
捉
え

る
も
の
と
な
る
。
辻
は
東
京
帝
国
大
学
助
教
授
へ
の
就
任
後
の
一
年

間
の
洋
行
（
一
九
一
一
〜
一
二
年
）
の
中
で
、
ア
メ
リ
カ
の
新
宗
教
た

る
モ
ル
モ
ン
教
の
成
立
・
展
開
過
程
と
鎌
倉
時
代
の
真
宗
の
そ
れ
と

の
共
通
点
を
見
出
し
、
新
宗
教
の
存
在
を
好
意
的
に
捉
え
て
い
た）

29
（

が
、

帰
国
の
翌
年
か
ら
東
京
帝
国
大
学
で
日
本
仏
教
史
の
講
義
を
始
め
て

お
り
、
こ
の
時
期
か
ら
信
仰
へ
の
言
及
が
多
く
な
っ
て
い
く
。
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長
沼
賢
海
の
著
書
『
英
雄
の
信
仰
』（
一
九
一
四
年
）
に
寄
せ
た
序

文
に
お
い
て
、
辻
は
、「
今
や
思
想
界
の
混
沌
は
そ
の
極
点
に
達
し

て
居
る
。
壮
者
少
者
皆
何
等
か
精
神
上
の
欠
乏
を
感
じ
た
や
う
な

様
を
見
せ
て
居
る
。
宗
教
家
に
も
学
者
に
も
、
い
ろ
々
々
な
企
が
試

み
ら
れ
る
。
然
し
な
が
ら
未
だ
人
心
の
機
微
に
触
れ
た
も
の
が
無

い
」
と
す
る
、
明
治
末
期
の
混
沌
と
し
た
思
想
界
の
状
況
に
対
す
る

危
機
意
識
か
ら
、「
か
ゝ
る
時
に
当
つ
て
思
出
さ
る
ゝ
は
、
昔
の
政

治
家
な
り
、
ま
た
英
雄
豪
傑
と
い
ふ
や
う
な
人
々
が
、
宗
教
に
対

し
て
、
ど
う
い
ふ
態
度
で
居
た
か
、
そ
の
信
仰
は
如
何
で
あ
つ
た
か

と
い
ふ
問
題
で
あ
る
。（
中
略
）
此
等
偉
人
の
信
仰
に
関
す
る
事
蹟
を

集
め
て
見
る
こ
と
は
、（
中
略
）
今
の
世
に
当
つ
て
は
、
最
も
緊
要
な

る
も
の
と
い
は
ざ
る
を
得
ぬ
。
兎
に
角
、
こ
の
書
に
よ
つ
て
、
古
英

雄
の
宗
教
に
対
す
る
敬
虔
の
念
、
及
び
事
業
経
営
に
つ
い
て
、
態
度

の
真
摯
な
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
今
の
社
会
に
と
つ

て
、
頂
門
の
一
針
た
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
今
の
世
は
、
す
べ
て
の

階
級
を
通
じ
て
、
真
面
目
と
い
ふ
事
が
乏
い
。
社
寺
に
関
す
る
問
題

で
も
、
真
に
国
家
社
会
の
為
め
と
か
、
又
は
社
寺
そ
の
も
の
ゝ
の
為

め
を
思
ふ
も
の
は
少
い）

（0
（

」
と
訴
え
、
自
身
も
歴
史
上
の
人
物
の
信
仰

の
あ
り
方
に
言
及
し
て
い
っ
た
。
こ
の
時
期
、
辻
は
、「
案
外
真
面

目
な
信
仰
」
の
「
一
例
」
と
し
て
足
利
尊
氏
を
取
り
上
げ
、「
尊
氏

が
天
龍
寺
を
建
て
た
如
き
は
、
必
し
も
之
を
政
略
一
偏
で
解
釈
し
去

る
べ
き
も
の
で
は
無
か
ろ
う
と
思
ふ
。
梅
松
論
、
清
水
寺
願
文
、
祇

園
社
願
文
等
に
現
は
れ
た
る
尊
氏
の
平
素
の
信
仰
か
ら
見
て
も
察
せ

ら
る

）ゝ
（1
（

」
と
そ
の
信
仰
を
積
極
的
に
評
価
し
、
翌
年
一
月
に
は
足
利

氏
の
氏
寺
鑁
阿
寺
で
の
仏
教
各
宗
和
合
会
で
「
足
利
尊
氏
の
信
仰
」

を
講
演
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
年
五
月
に
は
史
学
会
例
会
で
も

「
足
利
尊
氏
の
信
仰
」
を
発
表
し
、
そ
の
論
考
が
翌
年
の
『
史
学
雑

誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
辻
は
、「
信
仰
の
方
面
か
ら
尊
氏

を
観
察
し
て
、
其
性
格
を
多
少
考
へ
て
見
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま

す
。
全
体
の
趣
意
は
、
尊
氏
を
少
し
く
弁
護
し
て
見
た
い
と
思
ふ
の

で
あ
り
ま
す）

（2
（

」
と
、
尊
氏
が
清
水
寺
に
納
め
た
願
文
な
ど
か
ら
、
中

臣
鎌
足
・
平
清
盛
・
源
頼
朝
・
織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
・
徳
川
家
康

ら
「
大
人
物
と
称
せ
ら
る
ゝ
人
」
の
中
で
、「
尊
氏
程
偉
い
者
は
他

に
な
か
ら
う
と
思
ふ
。
是
程
深
い
信
仰
を
持
つ
て
居
つ
た
人
は
、
他

の
五
六
人
に
当
つ
て
み
て
も
誰
も
及
ば
ぬ
の
で
あ
り
ま
す）

（（
（

」
と
尊
氏

の
信
仰
を
高
く
評
価
し
た
。
ま
た
、
雑
誌
『
禅
宗
』
に
発
表
し
た
論

考
「
信
仰
上
よ
り
見
た
る
頼
朝
・
尊
氏
・
家
康
」（
一
九
一
六
年
）
で

は
、「
由
来
、
日
本
の
歴
史
家
の
歴
史
に
表
は
れ
た
人
物
を
論
ず
る

の
方
法
は
、
大
抵
、
外
面
観
察
の
み
に
と
ゞ
ま
り
て
、
進
む
で
深
く

内
面
観
察
を
な
す
類
は
極
め
て
少
数
の
如
く
に
思
は
れ
る
。
即
ち
、

人
物
の
外
部
、
表
面
に
表
は
れ
た
事
実
の
み
を
捕
え
て
唯
一
の
証
拠

と
し
て
立
論
せ
ら
る
ゝ
の
で
あ
つ
て
、
言
は
ゞ
内
面
生
活
宗
教
的
信

仰
如
何
て
ふ
事
は
、
更
ら
に
研
究
の
度
外
視
さ
れ
た
る
の
感
が
あ
つ

て
是
は
史
家
の
一
大
欠
陥
で
あ
る
と
思
ふ）

（4
（

」
と
「
内
面
観
察
」
の
重
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要
性
を
指
摘
し
、
願
文
・
造
寺
・
造
塔
・
供
養
・
写
経
な
ど
の
文
献

史
料
や
史
実
を
通
し
て
信
仰
の
あ
り
よ
う
を
考
証
す
る
な
ど
、
辻
の

研
究
は
思
想
史
的
な
領
域
へ
と
踏
み
込
ん
で
い
っ
た
。

　

一
九
二
二
年
、
辻
は
雑
誌
『
法
華
』
に
論
考
「
鎌
倉
時
代
の
復
古

思
想
と
新
宗
教
の
興
隆
」
を
発
表
し
、「
新
宗
教
興
隆
の
時
代
」
た

る
鎌
倉
時
代
の
仏
教
に
つ
い
て
論
じ
つ
つ
、
と
く
に
明
恵
を
「
無
垢

な
純
潔
な
天
真
極
め
て
自
然
の
人
で
あ
つ
た
。
夙
く
よ
り
釈
尊
の
在

世
を
慕
つ
て
、
赤
子
の
慈
母
を
恋
ふ
る
が
如
く
で
あ
つ
た
」、「
釈
迦

の
在
世
を
思
慕
す
る
切
な
る
心
は
、
即
ち
釈
尊
の
時
代
の
相
を
、
そ

の
ま
ゝ
に
形
の
上
に
も
あ
ら
は
さ
ん
と
す
る
も
の
で
、
実
に
復
古
思

想
の
最
も
徹
底
的
に
感
情
の
上
に
あ
ら
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。
釈
迦

を
慕
う
た
明
恵
は
、
ま
た
釈
迦
在
世
の
如
く
、
当
時
の
人
々
か
ら
慕

は
れ
た
。
其
病
患
に
犯
さ
る
や
、
定
家
の
如
き
は
『
濁
世
の
仏
日
か

く
れ
ん
と
欲
す
る
か
』
と
、
深
い
歎
を
洩
し
て
居
る）

（（
（

」
と
高
く
評
価

し
て
い
る
。
筆
者
は
、「
釈
尊
の
時
代
の
相
」
の
「
復
古
」
を
仏
教

徒
と
し
て
の
信
仰
の
純
化
と
す
る
、
辻
の
こ
の
よ
う
な
信
仰
評
価
が
、

国
家
の
枠
組
み
を
超
え
た
普
遍
性
を
も
っ
た
宗
教
的
実
践
へ
の
評
価

で
あ
っ
た
こ
と
に
着
目
し
た
い
。
辻
が
言
う
「
内
面
生
活
宗
教
的
信

仰
」
を
持
つ
主
体
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
は
過
去
の
宗
教
家
の
実

践
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
国
家
は
歴
史
の
主
体
た
り
え
な
い
か
ら
で
あ

る
。

　

辻
は
そ
の
三
年
前
（
一
九
一
九
年
）
の
三
月
、
三
井
慈
善
病
院
か
ら

「
本
邦
に
於
け
る
慈
善
救
済
事
業
に
関
す
る
史
料
展
覧
」
を
委
嘱
さ

れ
、
桜
井
秀
（
宮
内
省
図
書
寮
嘱
託
）・
高
柳
光
寿
（
史
料
編
纂
官
）・
山

本
信
哉
（
史
料
編
纂
官
）
の
協
力
に
よ
り
史
料
蒐
集
を
進
め
た
。
そ
の

展
覧
は
中
止
さ
れ
た
が
、
そ
の
二
年
後
（
一
九
二
一
年
）
に
、
帝
国
大

学
仏
教
青
年
会
公
開
講
演
で
「
僧
侶
の
社
会
事
業　

特
に
興
正
菩
薩

に
つ
い
て
」
を
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
九
三
二
年
、
辻
は
先
に

蒐
集
し
た
「
慈
善
救
済
事
業
に
関
す
る
史
料
」
と
「
予
が
別
に
蒐
集

し
た
る
僧
侶
の
社
会
事
業
に
関
す
る
史
料
」
を
合
わ
せ
る
形
で
『
慈

善
救
済
史
料
』
を
刊
行
し
た）

（（
（

。
本
書
は
史
料
集
で
は
あ
る
も
の
の
、

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
背
景
に
進
め
ら
れ
た
社
会
経
済
史
研
究
な
ど

の
史
学
史
的
動
向
と
現
実
の
社
会
事
業
政
策
の
振
興
と
が
相
俟
っ
て
、

国
家
を
主
体
と
し
て
い
た
国
史
学
の
歴
史
認
識
に
新
た
な
視
座
を
確

立
さ
せ
る
一
つ
の
成
果
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
同
年
、
辻
は
『
日
本
人
の
博
愛
』
と
「
皇
室
と
社
会
事

業
」
を
著
し
、
そ
れ
ら
は
二
年
後
（
一
九
三
四
年
）
に
日
本
赤
十
字
社

か
ら
『
日
本
皇
室
の
社
会
事
業
─
日
本
人
の
博
愛
─
』
の
表
題
で
合

本
さ
れ
出
版
さ
れ
た
。
日
本
赤
十
字
社
に
よ
る
序

─
「
本
社
は
茲

に
（
中
略
）
博
愛
の
精
神
が
我
国
固
有
の
皇
道
の
精
神
で
あ
り
、
且

つ
其
の
精
神
の
発
露
に
よ
る
各
種
の
社
会
事
業
が
皇
室
に
淵
源
し
、

其
の
発
達
が
一
に
皇
室
の
厚
き
保
護
奨
励
の
賜
で
あ
る
こ
と
を
明
に

せ
ん
と
欲
し）

（7
（

」

─
に
続
く
論
考
「
日
本
皇
室
の
社
会
事
業
」
で
、

辻
は
社
の
序
文
と
同
様
に
、
日
本
の
社
会
事
業
史
を
「
皇
室
が
国
民
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を
愛
撫
し
給
ふ
こ
と
は
、
恰
も
父
母
の
如
く
、
国
民
が
皇
室
を
敬
慕

し
奉
る
こ
と
は
、
ま
た
赤
子
の
如
く
で
あ
つ
て
、
こ
の
情
愛
は
、
昔

も
今
も
変
り
な
く
、
建
国
以
来
約
二
千
六
百
年
を
通
じ
て
一
貫
せ
る

国
体
の
特
長
で
あ
る
。
こ
の
君
臣
父
子
の
大
精
神
の
、
脈
々
と
し
て

我
が
歴
史
の
底
を
貫
く
所
、
御
歴
代
の
天
皇
の
民
草
に
注
が
せ
給
ふ

慈
雨
と
な
り
、
又
よ
し
や
身
は
千
尋
の
海
底
に
沈
み
、
野
に
草
蒸
す

屍
と
な
り
果
つ
る
と
も
、
皇
室
の
御
為
め
に
は
厭
ひ
は
せ
じ
と
誓
ふ

国
民
の
赤
心
と
な
り
、
数
々
の
美
し
い
物
語
を
生
ん
で
居
る）

（（
（

」
と
纏

め
上
げ
、
仁
徳
天
皇
・
醍
醐
天
皇
・
一
条
天
皇
の
事
蹟
な
ど
を
挙
げ

つ
つ
、
皇
室
を
主
体
と
す
る
国
体
の
「
物
語
」
を
構
想
し
た）

（9
（

。
一
方
、

高
松
宮
宣
仁
親
王
か
ら
の
依
頼
で
著
し
た
『
日
本
人
の
博
愛
』
で
は
、

「
本
編
の
趣
旨
は
赤
十
字
同
盟
加
入
以
前
に
、
古
き
時
代
に
於
て
、

我
国
に
発
達
し
た
る
博
愛
思
想
を
世
に
紹
介
す
る
に
あ
る
。
蓋
し
そ

れ
等
の
実
例
は
少
数
を
除
く
の
外
は
、
日
本
人
自
ら
も
之
を
知
ら
ざ

る
も
の
が
多
い
か
ら
で
あ
る）

40
（

」
と
い
う
辻
の
啓
蒙
的
問
題
意
識
に
よ

り
、「
朱
雀
上
皇
、
官
軍
賊
軍
戦
亡
者
の
冥
福
を
祈
り
給
ふ
」
な
ど

「
四
十
の
事
例
」
を
「
敵
の
死
者
の
霊
魂
を
弔
ふ
」「
敵
味
方
の
霊
魂

を
弔
ふ
」「
敵
の
敗
北
者
を
憐
む
」「
捕
虜
の
優
遇
」
に
分
け
て
概
説

し
、「
我
国
民
は
そ
の
固
有
の
温
和
な
る
情
操
を
養
ふ
に
仏
教
を
以

て
し
、
儒
教
を
以
て
し
、
武
士
道
の
発
達
す
る
と
共
に
、
博
愛
精
神

も
深
く
培
は
れ
た
。（
中
略
）
赤
十
字
思
想
が
古
く
我
国
に
其
根
柢
を

確
立
せ
る
所
以
は
、
実
に
こ
の
理
由
に
よ
る
の
で
あ
る）

41
（

」
と
結
論
づ

け
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
辻
は
日
本
史
上
の
宗
教
的
実
践
と
し
て
の
「
慈

善
」・「
博
愛
」
を
、
普
遍
性
に
お
い
て
で
は
な
く
、
皇
室
の
存
在
に

よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
「
我
国
固
有
の
皇
道
の
精
神
」
の
要
素
に
還
元

し
た
こ
と
に
よ
り
、
国
体
論
に
取
り
込
ん
だ
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
の

取
り
込
み
方
が
、「
皇
室
」
や
「
日
本
精
神
」
を
主
語
と
す
る
文
脈

に
お
い
て
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
辻
の
歴

史
認
識
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
を
主
語
と
し
な
い
領
域
で
の
宗
教
的
実

践
は
、
国
家
の
枠
組
み
を
超
え
た
普
遍
性
を
も
つ
実
践
と
し
て
国
体

論
か
ら
の
自
立
性
を
確
保
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

一
九
三
五
年
一
一
月
、
辻
は
赤
十
字
社
主
催
の
赤
十
字
デ
ー
で

「
慈
善
救
済
の
模
範
─
興
正
菩
薩
と
忍
性
菩
薩
─
」
を
講
演
し
、
翌

年
四
月
に
は
財
団
法
人
啓
明
会
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
日
本
工
業
俱
楽

部
で
「
社
会
事
業
と
仏
教
」
を
講
演
し
て
い
る
。
後
者
は
、「
我
国

目
下
の
状
態
に
於
き
ま
し
て
は
、
国
民
一
般
の
生
活
安
定
と
云
ふ

こ
と
が
最
も
必
要
に
な
つ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
政
府
の
御
政

策
に
於
き
ま
し
て
も
農
村
の
救
済
、
或
は
中
小
工
業
の
救
済
で
あ
る

と
か
、
或
は
社
会
施
設
に
就
い
て
政
治
の
御
計
画
が
立
つ
て
居
る
の

で
あ
り
ま
す
る
が
、
そ
れ
を
実
行
致
し
ま
す
に
就
き
ま
し
て
は
、
我

国
に
発
達
し
た
歴
史
を
顧
る
必
要
が
大
に
あ
る
の
で
あ
り
ま
す）

42
（

」
と

い
う
現
実
社
会
か
ら
の
要
請
に
応
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
講
演
内
容

は
『
慈
善
救
済
史
料
』
の
中
の
僧
侶
の
「
事
蹟
」・「
指
導
」
の
「
著
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し
い
も
の
」
を
取
り
上
げ
て
い
く
も
の
で
あ
る
が）

4（
（

、
そ
の
中
で
、
特

に
叡
尊
と
忍
性
の
社
会
事
業
に
つ
い
て
、「
社
会
事
業
に
は
一
つ
に

は
信
心
と
云
ふ
こ
と
が
必
要
な
こ
と
の
や
う
に
思
は
れ
る
、
二
つ
に

は
名
聞
利
養
名
誉
利
益
に
超
越
す
る
こ
と
、
こ
の
二
つ
の
条
件
が
必

要
な
こ
と
で
あ
ら
う
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
睿
尊
興
正
菩

薩
、
並
に
忍
性
菩
薩
の
如
き
が
、
そ
の
社
会
事
業
家
と
し
て
の
標
本

に
な
る
べ
き
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
、
興
正

菩
薩
、
忍
性
菩
薩
が
色
々
な
事
業
を
行
ひ
ま
し
た
の
は
、
た
ゞ
こ
れ

仏
法
の
為
で
あ
る
、
仏
法
の
戒
律
実
行
の
為
の
信
心
か
ら
起
つ
た
こ

と
な
の
で
あ
り
ま
す）

44
（

」
と
「
信
心
」
に
そ
の
原
動
力
を
求
め
、「
社

会
事
業
、
慈
善
救
済
事
業
の
精
神
は
、
信
心
と
名
誉
利
益
の
超
越
と
、

こ
の
二
つ
に
あ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
根
本
精
神
と
云
ふ
も
の
は
、

信
心
の
一
つ
に
帰
す
る
も
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す）

4（
（

」
と

結
論
づ
け
た
。
こ
れ
は
、
直
接
、
現
実
社
会
で
の
政
策
を
提
示
す
る

も
の
で
は
な
い
が
、
先
の
長
沼
著
の
序
文
で
辻
が
示
し
て
い
た
よ
う

に
、
歴
史
の
中
か
ら
「
真
面
目
」・「
敬
虔
の
念
」・「
態
度
の
真
摯
な

る
こ
と
」
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
現
実
社
会
に
生
き
る
人
々
の
主

体
性
を
喚
起
し
、
そ
の
参
考
に
供
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
翌
年
の
『
日
本
文
化
と
仏
教
』
の
中
で
鎌
倉
時

代
の
「
仏
教
と
社
会
事
業
」
に
一
章
を
割
き
、「
鎌
倉
時
代
よ
り
室

町
時
代
に
於
て
は
、
慈
善
救
済
及
び
土
木
交
通
等
の
社
会
事
業
に
は
、

僧
侶
の
業
績
の
見
る
べ
き
も
の
が
比
較
的
多
い
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ

が
地
方
文
化
発
達
の
上
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
蓋
し
大
な
る
も
の
が
あ

る
で
あ
ら
う
。
／
然
る
に
、
江
戸
時
代
に
な
つ
て
は
、
寺
院
僧
侶
の

社
会
事
業
に
於
け
る
業
績
は
、
寥
々
と
し
て
殆
ん
ど
見
る
べ
き
も
の

な
く
、
た
だ
纔
か
に
饑
饉
の
時
に
、
施
行
の
事
が
間
々
見
え
る
に
過

ぎ
な
い
。
こ
れ
は
一
方
に
は
為
政
当
局
又
は
地
方
大
名
等
の
社
会
施

設
の
稍
々
行
届
い
た
に
も
よ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
一
般
に
仏
教
衰
微

の
徴
候
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る）

4（
（

」
と
、
鎌
倉
時
代
の
僧
侶
の
「
社

会
事
業
」
の
多
さ
を
論
じ
な
が
ら
、
そ
の
議
論
を
通
じ
て
近
世
仏
教

堕
落
論
を
論
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
辻
は
、〈「
仏
教
の
盛
衰
」
と
「
国
民
精
神
」
の

「
発
揚
」
の
「
正
比
例
」
関
係
〉
を
把
握
す
る
過
程
で
、
ア
カ
デ
ミ

ズ
ム
国
史
学
の
枠
組
み
の
中
に
あ
り
つ
つ
も
、
歴
史
上
の
信
仰
や
宗

教
的
実
践
の
研
究
を
通
し
て
「
国
家
の
保
護
」
か
ら
の
自
立
性
・
主

体
性
を
確
保
し
た
宗
教
（
家
）
像
を
理
想
と
す
る
宗
教
認
識
を
構
築

し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
宗
教
認
識
は
、
信
仰
の
面
に
お
い
て

足
利
尊
氏
を
、
普
遍
性
を
持
っ
た
宗
教
的
実
践
と
し
て
明
恵
を
、
そ

れ
ぞ
れ
高
く
評
価
し
て
い
た
よ
う
に
、
国
家
（
天
皇
制
国
家
）
を
主
体

と
す
る
国
体
論
と
は
次
元
を
異
に
す
る
歴
史
認
識
を
生
み
出
す
も
の

で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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四　

小
括

　

辻
の
仏
教
史
研
究
は
徹
底
し
た
実
証
主
義
の
立
場
か
ら
な
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
国
家
と
一
体
化
し
た
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
国
史
学
の
立

場
か
ら
辻
が
構
想
し
た
日
本
仏
教
史
の
全
体
像
は
基
本
的
に
国
体
論

と
強
い
親
和
性
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
辻
が
既
成
教

団
や
そ
の
教
理
・
教
学
か
ら
自
立
し
た
仏
教
史
学
を
構
築
し
た
こ
と

は
、「
学
問
的
な
宗
教
史
研
究
」
を
樹
立
す
る
上
で
の
必
要
条
件
で

は
あ
っ
た
が
、
そ
の
反
面
、
辻
の
視
座
を
仏
教
の
原
理
性
を
排
し
た

日
本
歴
史
上
の
仏
教
事
象
に
限
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
外
来
文
化
受

容
の
文
化
史
的
観
点
か
ら
国
史
の
枠
組
み
を
相
対
化
し
え
な
い
仏
教

史
像
を
構
築
す
る
と
い
う
限
界
を
も
た
ら
し
た
。
辻
は
『
国
体
の
本

義
』・『
臣
民
の
道
』
の
解
説
書
・
参
考
書
（『
御
歴
代
の
聖
徳
に
就
い
て
』

『
皇
室
と
日
本
精
神
』）
や
『
国
史
概
説
』
に
お
い
て
、
国
体
論
を
基
盤

と
す
る
歴
史
認
識
を
構
想
し
、
意
識
す
る
と
否
と
に
関
わ
ら
ず
、
国

体
論
の
最
も
フ
ァ
ナ
テ
ィ
ッ
ク
な
思
想
状
況
を
国
史
学
の
側
か
ら
補

完
す
る
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
辻
は
「
国
家

の
保
護
」
か
ら
の
自
立
性
・
主
体
性
を
持
っ
た
宗
教
（
家
）
像
を
理

想
化
す
る
宗
教
認
識
を
形
成
し
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
国
史
学
の
枠
組
み

の
中
に
あ
り
つ
つ
も
、
歴
史
上
の
信
仰
や
普
遍
性
を
持
っ
た
宗
教
的

実
践
の
研
究
を
通
し
て
「
国
家
の
保
護
」
か
ら
の
自
立
性
・
主
体
性

を
確
保
し
た
宗
教
（
家
）
像
を
理
想
と
す
る
宗
教
認
識
を
構
築
し
て

い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
宗
教
認
識
は
、
国
家
（
天
皇
制
国
家
）
を
主
体

と
す
る
国
体
論
と
は
次
元
を
異
に
す
る
歴
史
認
識
を
生
み
出
す
も
の

で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
辻
の
問
題
は
、
同
時
代
の
他
の
仏
教

史
家
と
の
比
較
に
お
い
て
も
、
再
検
討
す
べ
き
課
題
と
な
り
う
る
こ

と
を
最
後
に
附
言
し
て
お
き
た
い
。

注
（
1
）　

近
代
日
本
の
「
宗
教
」
認
識
に
つ
い
て
は
、
山
口
輝
臣
『
明
治

国
家
と
宗
教
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）、
磯
前
順
一

『
近
代
日
本
の
宗
教
言
説
と
そ
の
系
譜
─
宗
教
・
国
家
・
神
道
─
』

（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）、
星
野
靖
二
『
近
代
日
本
の
宗
教
概
念

─
宗
教
者
の
言
葉
と
近
代
─
』（
有
志
舎
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
を

参
照
し
た
。

（
2
）　

オ
リ
オ
ン
・
ク
ラ
ウ
タ
ウ
『
近
代
日
本
思
想
と
し
て
の
仏
教
史

学
』（
法
蔵
館
、
二
〇
一
二
年
）
や
同
編
『
戦
後
歴
史
学
と
日
本
仏

教
』（
法
蔵
館
、
二
〇
一
六
年
）
に
収
め
ら
れ
た
仏
教
史
家
に
関
す

る
論
考
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
（
）　

オ
リ
オ
ン
・
ク
ラ
ウ
タ
ウ
「
辻
善
之
助
の
仏
教
史
学
と
そ
の

構
想
─
江
戸
時
代
の
語
り
方
を
中
心
に
─
」（
二
〇
〇
八
年
、
前
掲

『
近
代
日
本
思
想
と
し
て
の
仏
教
史
学
』
二
六
五
頁
）。
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183　近代「国史学」における辻仏教史学

（
4
）　

長
谷
川
亮
一
『「
皇
国
史
観
」
と
い
う
問
題
─
十
五
年
戦
争

期
に
お
け
る
文
部
省
の
修
史
事
業
と
思
想
統
制
政
策
─
』（
白
澤

社
、
二
〇
〇
八
年
、
一
四
五
頁
）。

（
（
）　

た
と
え
ば
、
辻
は
「
紀
元
節
」
の
ラ
ジ
オ
講
演
で
次
の
よ
う
に

神
武
天
皇
の
東
征
神
話
と
現
実
の
「
皇
軍
」
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
。

「
今
や
、
我
皇
軍
は
、
遠
く
北
支
中
支
の
野
に
進
み
、
既
に
長
期
戦

に
入
つ
て
居
る
。
正
に
是
れ
我
国
史
の
上
に
於
て
、
一
大
時
期
を
画

す
べ
き
の
時
に
当
つ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
に
当
つ
て
、

紀
元
二
千
六
百
年
を
記
念
せ
ん
と
す
る
の
は
、
其
意
義
実
に
重
大
な

る
も
の
が
あ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
。
我
等
は
二
千

六
百
年
の
昔
、
神
武
天
皇
が
遠
く
九
州
よ
り
大
和
平
定
に
向
は
せ
ら

れ
た
そ
の
大
御
心
を
奉
体
し
て
、
こ
の
長
期
戦
に
対
処
す
べ
き
で
あ

り
ま
す
。
我
等
は
、
我
等
の
祖
先
が
、
古
来
多
く
の
異
民
族
を
同
化

し
、
我
国
体
の
中
に
融
合
せ
し
め
た
る
と
同
じ
く
、
今
の
支
那
民
族

を
し
て
、
我
国
体
の
光
の
中
に
摂
取
し
て
、
我
皇
恩
に
浴
せ
し
め
、

東
洋
永
遠
の
平
和
を
確
立
し
て
、
以
て
世
界
の
文
化
に
貢
献
し
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
」（
辻
「
紀
元
二
千
六
百
年
奉

祝
の
意
義
」
一
九
三
八
年
二
月
一
一
日〈
同
日
夜
の
ラ
ジ
オ
放
送
〉、

『
紀
元
二
千
六
百
年
』
第
三
号
、
一
九
三
八
年
四
月
、
五
頁
）。

（
（
）　

辻
が
皇
国
史
観
に
批
判
的
な
立
場
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
北
山

茂
夫
「
日
本
近
代
史
学
の
発
展
」（『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
二
二�

別

巻
一
』
一
九
六
三
年
）、
松
島
栄
一
「
辻
善
之
助
」（
永
原
慶
二
・

鹿
野
政
直
編
著
『
日
本
の
歴
史
家
』
日
本
評
論
社
、
一
九
七
六
年
）、

圭
室
文
雄
「
辻
善
之
助
」（
今
谷
明
・
大
濱
徹
也
・
尾
形
勇
・
樺
山

紘
一
編
『
二
〇
世
紀
の
歴
史
家
た
ち
（
二
）
日
本
編

（下）
』
刀
水
書

房
、
一
九
九
九
年
）、
永
原
慶
二
『
二
〇
世
紀
日
本
の
歴
史
学
』（
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
戦

後
歴
史
学
に
お
け
る
共
通
認
識
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
た
だ
し
、

か
つ
て
黒
田
俊
雄
氏
が
、「
仏
教
史
を
単
な
る
教
義
史
や
祖
師
伝
か

ら
『
文
化
史
』
の
次
元
に
据
え
直
し
た
東
大
の
辻
善
之
助
の
仕
事
は
、

東
大
の
『
国
史
』
学
を
格
段
に
豊
か
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
日
本
仏
教
史
は
い
わ
ば
明
治
以
降
の
日
本
仏
教
諸
宗
派
の
体
制
、

つ
ま
り
は
『
国
家
神
道
』
＝
『
国
体
』
＝
『
国
史
』
に
準
拠
し
て
構

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
」（
黒
田
「「
国
史
」
と
歴
史
学

─
普
遍
的
学
へ
の
転
換
の
た
め
に
─
」、『
思
想
』
七
二
六
号
、
一
九

八
四
年
一
二
月
、
一
〇
頁
）
と
指
摘
し
て
い
た
よ
う
な
、
辻
の
歴
史

認
識
に
お
け
る
被
拘
束
性
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
問
題
が
、
そ
の
後

の
史
学
史
・
思
想
史
研
究
に
お
い
て
検
証
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難

い
。
本
稿
で
筆
者
が
意
識
す
る
論
点
は
、
辻
に
お
い
て
皇
国
史
観
へ

の
批
判
意
識
が
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
と
、
辻
に
お

い
て
国
体
論
に
立
脚
す
る
歴
史
認
識
そ
れ
自
体
へ
の
批
判
意
識
が
存

在
し
て
い
た
こ
と
と
は
、
必
ず
し
も
符
合
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
筆
者
は
別
稿
で
辻
の
日
本
文
化

史
論
に
つ
い
て
検
討
し
、
辻
が
日
本
仏
教
の
「
国
家
鎮
護
」・「
国
家

主
義
」
を
高
く
評
価
し
、
そ
れ
ら
を
国
体
論
に
基
づ
く
日
本
文
化
史

論
の
中
に
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
研
究
姿
勢
が
〈
国
体
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論
・
皇
国
史
観
に
貫
か
れ
た
上
で
の
（
＝
国
体（
論
）＝
国
史（
学
）の

枠
組
み
を
脱
す
る
こ
と
の
な
い
）
堅
実
な
学
風
〉
と
い
う
性
格
を
保

持
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
（
池
田
智
文
「〈
日
本
文
化
史
〉
論

に
関
す
る
一
考
察
」、『
龍
谷
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
』
一

三
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）。

（
7
）　

辻
善
之
助
『
日
本
仏
教
史
』「
例
言
」（『
日
本
仏
教
史�

第
一
巻�

上
世
篇
』
岩
波
書
店
、
一
九
四
四
年
、
一
─
二
頁
）。

（
（
）　

オ
リ
オ
ン
・
ク
ラ
ウ
タ
ウ
「
戦
後
日
本
に
お
け
る
近
世
仏
教
堕

落
論
の
批
判
と
継
承
」（『
年
報
日
本
思
想
史
』
第
七
号
、
二
〇
〇
八

年
三
月
、
三
一
頁
）。

（
9
）　

辻
の
神
仏
習
合
研
究
の
研
究
史
上
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、

佐
藤
弘
夫
「「
神
仏
習
合
」
論
の
形
成
の
史
的
背
景
」（『
宗
教
研
究
』

八
一
巻
二
号
、
二
〇
〇
七
年
九
月
）、
中
川
修
「
神
仏
習
合
の
価
値

化
と
そ
の
歴
史
」（
赤
松
徹
真
編
『
日
本
仏
教
史
に
お
け
る
「
仏
」

と
「
神
」
の
間
』
永
田
文
昌
堂
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

そ
れ
へ
の
辻
へ
の
言
及
は
先
行
研
究
と
し
て
の
位
置
づ
け
で
あ
り
、

辻
の
思
想
性
そ
れ
自
体
を
問
題
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。

（
10
）　

辻
善
之
助
「
日
本
歴
史
に
於
け
る
仏
教
」（
一
九
〇
二
年
七
月
、

『
日
本
仏
教
史
研
究�

第
六
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
、
二
─
三

頁
）。

（
11
）　

辻
善
之
助
「
本
地
垂
迹
説
の
起
源
に
つ
い
て
」（
一
九
〇
七
年
、

『
日
本
仏
教
史
研
究�

第
一
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
、
四
一

頁
）。

（
12
）　

辻
善
之
助
「
神
仏
分
離
の
概
観
」（
一
九
二
四
年
二
月
、『
日
本

仏
教
史
研
究�

第
四
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
、
一
四
二
頁
）。

（
1（
）　

辻
善
之
助
「
本
地
垂
迹
説
」（
一
九
三
四
年
、『
日
本
仏
教
史
研

究�

第
五
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
、
一
頁
）。

（
14
）　

辻
善
之
助
「
日
本
文
化
の
発
展
と
そ
の
中
心
」（
一
九
三
〇

年
一
二
月
、
横
須
賀
鎮
守
府
で
の
講
演
の
一
部
、
辻
『
修
訂�

皇
室

と
日
本
精
神
』
大
日
本
出
版
、
一
九
四
四
年
、
八
─
九
頁
）。

（
1（
）　

辻
善
之
助
「
日
本
仏
教
と
国
民
精
神
」（『
歴
史
公
論
』
第
三

巻
一
号
、
一
九
三
四
年
一
月
。
前
掲
『
日
本
仏
教
史
研
究�

第
六
巻
』

七
七
頁
）。
ま
た
同
年
、
辻
は
講
演
「
国
史
に
現
は
れ
た
る
日
本
精

神
」
で
同
様
の
歴
史
像
を
示
し
て
い
る
。「
日
本
精
神
と
い
ふ
語
は
、

近
頃
盛
ん
に
用
ひ
ら
る
る
や
う
に
な
つ
た
が
、
そ
の
解
釈
は
之
を
用

ふ
る
人
に
よ
つ
て
区
々
で
あ
る
。
予
の
考
に
よ
れ
ば
、
日
本
精
神
は

即
ち
国
民
の
自
主
的
精
神
で
あ
り
国
民
自
覚
の
発
露
で
あ
る
。
之
を

詮
じ
つ
め
れ
ば
即
ち
国
体
観
念
に
外
な
ら
ず
。
又
皇
室
中
心
主
義
が

そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
皇
室
中
心
主
義
は
、
即
ち
日
本
国
民
精
神
の
中

枢
で
あ
り
国
民
活
動
の
源
泉
で
あ
る
。
二
千
余
年
来
皇
室
を
中
心
と

し
て
、
そ
の
御
指
針
に
よ
り
、
国
民
が
渾
一
体
と
な
つ
て
活
動
し
た
。

之
に
依
つ
て
我
が
国
民
は
あ
ら
ゆ
る
外
来
の
文
化
を
摂
取
し
、
之
を

咀
嚼
し
、
之
を
消
化
し
た
の
み
な
ら
ず
、
又
多
く
外
来
民
族
の
帰
化

を
受
入
れ
て
、
よ
く
之
を
同
化
し
、
そ
の
文
化
を
融
合
し
て
、
独

特
の
光
を
輝
か
し
、
各
時
代
に
亘
つ
て
特
異
な
る
文
化
の
諸
相
を

発
展
し
た
の
で
あ
る
」（
辻
善
之
助
「
国
史
に
現
は
れ
た
る
日
本
精
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神
」
一
九
三
四
年
九
月〈
放
送
局
講
演
〉、
前
掲
『
修
訂�

皇
室
と
日

本
精
神
』、
二
八
八
頁
）。

（
1（
）　

辻
善
之
助
「
日
本
仏
教
と
国
民
精
神
」（
一
〇
六
頁
）。

（
17
）　

辻
善
之
助
『
日
本
仏
教
史�

第
十
巻�

近
世
篇
之
四
』（
岩
波
書

店
、
一
九
五
五
年
、
四
九
三
─
四
九
四
頁
）。

（
1（
）　

近
世
・
近
代
仏
教
史
研
究
上
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
柏
原
祐
泉

「
近
代
仏
教
史
学
の
一
課
題
─
辻
仏
教
史
学
に
つ
い
て
─
」（
一
九

九
二
年
、
柏
原
『
真
宗
史
仏
教
史
の
研
究
Ⅲ
〈
近
代
篇
〉』
平
楽
寺

書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）、
林
淳
「
辻
仏
教
史
学
の
継
承
と
批
判
」（
田

丸
徳
善
編
『
日
本
の
宗
教
学
説
』
東
京
大
学
宗
教
学
研
究
室
、
一
九

八
二
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
19
）　

柏
原
祐
泉
「
近
代
仏
教
史
学
の
一
課
題
─
辻
仏
教
史
学
に
つ
い

て
─
」（
二
九
八
─
二
九
九
頁
）。

（
20
）　

玉
村
竹
二
「
解
説
」（『
日
本
仏
教
史
研
究�
第
四
巻
』
四
三
四

頁
）。

（
21
）　

磯
前
順
一
「〈
日
本
宗
教
史
〉
を
脱
臼
さ
せ
る
─
研
究
史
読
解

の
一
試
論
─
」（
二
〇
〇
八
年
、
磯
前
『
宗
教
概
念
あ
る
い
は
宗
教

学
の
死
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
、
一
五
七
頁
）。

（
22
）　

辻
善
之
助
「『
政
教
中
正
論
』
を
評
す
」（『
史
学
雑
誌
』
第�

一
一
編
第
四
号
、
一
九
〇
〇
年
四
月
）。
と
こ
ろ
で
、
藤
谷
俊
雄
氏

が
「
辻
の
言
動
に
お
け
る
慎
重
さ
は
ま
た
彼
の
一
つ
の
特
色
で
あ
る
。

さ
き
の
『
政
教
中
正
論
』
の
批
判
に
当
っ
て
も
、
再
三
、『
時
事
に

関
す
る
か
ら
』
差
控
え
る
と
断
っ
て
自
己
の
発
言
を
抑
制
し
て
い
る
。

政
治
的
発
言
を
自
制
す
る
と
同
時
に
、
一
方
に
お
い
て
は
宗
教
的
な

問
題
に
立
入
る
発
言
も
常
に
自
ら
抑
え
て
い
る
こ
と
は
、
の
ち
の
教

行
信
証
後
序
問
題
に
関
す
る
論
争
や
、（
中
略
）
本
願
寺
に
対
す
る

批
判
に
も
現
わ
れ
て
い
る
」（
藤
谷
俊
雄
「
仏
教
史
家
と
し
て
の
辻

善
之
助
の
位
置
」、『
歴
史
評
論
』
七
五
号
、
一
九
五
八
年
五
月
、
九

〇
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
辻
は
研
究
に
関
す
る
論
考
・
講

演
以
外
で
の
公
的
発
言
に
は
慎
重
で
あ
り
、
刊
行
さ
れ
た
文
献
か
ら

そ
の
思
想
性
を
検
証
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
現
在
、
姫
路
文
学

館
に
は
辻
の
膨
大
な
文
書
類
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
辻

が
一
八
九
三
年
（
明
治
二
六
）
四
月
（
一
六
歳
）
か
ら
一
九
五
二
年

（
昭
和
二
八
）
六
月
二
九
日
ま
で
綴
っ
た
日
記
（
四
三
冊
）
が
非
公

開
の
状
態
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
辻
研
究
で
は
、
こ
の
日
記

の
内
容
を
も
含
め
た
多
面
的
な
観
点
か
ら
の
分
析
が
必
須
と
な
る
だ

ろ
う
。

（
2（
）　

辻
善
之
助
「『
政
教
中
正
論
』
を
評
す
」（
七
九
頁
）。

（
24
）　

同
前
（
八
二
─
八
三
頁
）。

（
2（
）　

オ
リ
オ
ン
・
ク
ラ
ウ
タ
ウ
「
辻
善
之
助
の
仏
教
史
学
と
そ
の
構

想
─
江
戸
時
代
の
語
り
方
を
中
心
に
─
」（
二
〇
〇
八
年
八
月
、
前

掲
『
近
代
日
本
思
想
と
し
て
の
仏
教
史
学
』
二
六
三
頁
）。

（
2（
）　

辻
善
之
助
「
信
仰
界
の
欠
陥
と
神
道
国
教
主
義
」（『
明
治
仏
教

史
の
問
題
』
立
文
書
院
、
一
九
四
九
年
、
前
掲
『
日
本
仏
教
史
研
究�

第
六
巻
』
四
九
六
頁
）。

（
27
）　

同
前
（
四
九
九
頁
）。
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（
2（
）　

同
前
（
五
〇
〇
頁
）。

（
29
）　

辻
善
之
助
「
欧
米
巡
歴
録
」（『
姫
路
文
学
館
紀
要
』
第
四

号
、
二
〇
〇
一
年
、
六
三
─
六
四
頁
）。

（
（0
）　

辻
善
之
助
「
序
」（
長
沼
賢
海
『
英
雄
の
信
仰
』
実
業
之
日
本

社
、
一
九
一
四
年
、
一
─
六
頁
）。

（
（1
）　

同
前
（
四
─
五
頁
）。

（
（2
）　

辻
善
之
助
「
足
利
尊
氏
の
信
仰
」（
一
九
一
七
年
九
月
、『
日
本

仏
教
史
研
究�

第
二
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
、
一
頁
）。
同
論

考
は
、
一
九
四
三
年
一
一
月
に
右
翼
系
思
想
団
体
・
原
理
日
本
社
の

蓑
田
胸
喜
ら
か
ら
の
批
判
攻
撃
を
受
け
、
収
載
さ
れ
て
い
た
『
日
本

仏
教
史
之
研
究
』
が
絶
版
に
な
っ
た
こ
と
や
、
南
北
朝
正
閏
問
題
当

時
（
一
九
一
一
年
二
月
〜
四
月
）、
辻
が
史
料
編
纂
官
と
し
て
『
大

日
本
史
料
』
第
六
編
の
体
裁
に
関
す
る
相
談
の
際
、「
予
は
（
中
略
）

立
と
す
べ
し
と
い
ふ
」（「
明
治
四
四
年
三
月�

南
北
朝
問
題
に
関
す

る
辻
善
之
助
日
記
抄
」、『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
史
史
料
集
』
東
京

大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
、
八
四
四
頁
）
と
実
証
史
家
と
し
て
の

立
場
を
堅
持
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
大
正
年
間
に
執
筆
し
、
戦
後

に
発
表
し
た
『
日
本
文
化
史
Ⅶ�

明
治
時
代
』（
春
秋
社
、
一
九
五
〇

年
）
で
も
「
南
朝
正
統
派
の
運
動
」
を
批
判
的
に
述
べ
て
い
る
こ
と

か
ら
（
一
七
五
頁
）、
同
問
題
に
対
す
る
辻
の
批
判
的
立
場
を
示
し

た
も
の
と
も
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
当
時
の
辻
が
、

『
教
育
界
』
臨
時
増
刊
「
南
朝
号
」（
一
九
一
一
年
三
月
）
に
寄
せ
た

論
考
「
楠
木
正
成
に
つ
い
て
」
の
中
で
、
後
醍
醐
天
皇
の
命
を
受
け

た
正
成
が
鎌
倉
幕
府
の
滅
亡
の
翌
年
に
著
し
た
と
さ
れ
る
「
正
成
自

筆
の
法
華
経
奥
書
」
の
考
証
を
通
し
て
、「
こ
の
立
願
に
よ
つ
て
見

て
も
、
正
成
が
、
忠
誠
の
念
の
篤
か
つ
た
事
は
推
し
は
か
ら
る
ゝ
の

で
、
神
仏
に
願
を
か
け
て
、
そ
の
冥
助
を
仰
ぎ
、
之
に
よ
つ
て
、
朝

敵
を
亡
ぼ
さ
う
と
い
ふ
、
そ
の
誠
意
は
自
ら
こ
の
文
面
に
あ
ら
は
れ

て
居
る
と
思
ふ
、
神
に
願
を
か
け
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
な
か
々
々
虚

り
や
飾
り
か
ら
、
で
き
る
も
の
で
は
な
い
、
衷
心
の
誠
が
、
外
に
溢

れ
な
け
れ
ば
、
で
き
る
も
の
で
な
い
、
正
成
の
純
忠
は
、
こ
れ
で
以

て
わ
か
る
で
あ
ら
う
」（
四
一
─
四
三
頁
）
と
正
成
を
信
仰
の
面
か

ら
も
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
を
合
わ
せ
れ
ば
、
辻
が
仏
教
史
に
信

仰
を
見
出
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
正
成
と
尊
氏
双
方
を
信
仰
と

い
う
点
に
お
い
て
公
平
に
評
価
し
た
も
の
見
做
す
方
が
妥
当
で
は
な

か
ろ
う
か
。

（
（（
）　

同
前
（
一
九
─
二
〇
頁
）。

（
（4
）　

辻
善
之
助
「
信
仰
上
よ
り
見
た
る
頼
朝
・
尊
氏
・
家
康
」（『
禅

宗
』
第
二
五
五
号
、
一
九
一
六
年
六
月
、
四
二
頁
）。

（
（（
）　

辻
善
之
助
「
鎌
倉
時
代
の
復
古
思
想
と
新
宗
教
の
興
隆
」（
一

九
二
二
年
九
月
、『
日
本
仏
教
史
研
究�

第
三
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九

八
四
年
、
一
〇
二
─
一
〇
三
頁
）。

（
（（
）　

辻
善
之
助
「
例
言
」（
辻
善
之
助
編
『
慈
善
救
済
史
料
』
金
港

堂
書
籍
、
一
九
三
二
年
、
一
頁
）。

（
（7
）　

辻
善
之
助
『
日
本
皇
室
の
社
会
事
業�

日
本
人
の
博
愛
』（
日
本

赤
十
字
社
、
一
九
三
四
年
、
二
頁
）。
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（
（（
）　

同
前
所
収
「
日
本
皇
室
の
社
会
事
業
」（
五
頁
）。

（
（9
）　

こ
の
認
識
は
、
皇
室
の
「
保
護
奨
励
の
賜
」
＝
恩
賜
と
結
び
つ

い
て
る
現
実
の
近
代
日
本
の
慈
善
事
業
の
あ
り
方
を
も
根
拠
に
し
な

が
ら
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
が
、
辻
ら
仏
教
史
家

と
現
実
の
社
会
事
業
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
の
考
察
は
他
稿
に
譲

り
た
い
。

（
40
）　

同
前
所
収
「
日
本
人
の
博
愛
」（
二
頁
）。

（
41
）　

同
前
（
六
四
─
六
五
頁
）。

（
42
）　

鶴
見
左
吉
雄
「
開
会
の
辞
」（
一
九
三
六
年
四
月
、『
啓
明
会
第

六
十
五
回
講
演
集
』
一
九
三
六
年
一
二
月
、
啓
明
会
事
務
所
、
二

頁
）。

（
4（
）　

辻
善
之
助
「
社
会
事
業
と
仏
教
」（
同
前
、
三
頁
）。

（
44
）　

同
前
（
四
二
頁
）。

（
4（
）　

同
前
（
五
二
頁
）。

（
4（
）　

辻
善
之
助
『
日
本
文
化
と
仏
教
』（
大
日
本
図
書
、
一
九
三
七

年
、
前
掲
『
日
本
仏
教
史
研
究�

第
六
巻
』
一
九
九
頁
）。

附
記　

辻
の
経
歴
に
つ
い
て
は
『
辻
善
之
助
博
士
自
歴
年
譜
稿
』（
続

群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
七
年
）
を
参
照
し
た
。

�

（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
学
院
中
学
高
等
学
校
教
諭
）
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